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日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目 

実技確認テスト実施要項 

 

1． 目的 

実技確認テスト（以下、「テスト」という）では、日本スポーツ協会（以下、「JSPO」という）が定める

公認アスレティックトレーナー（以下、「JSPO-AT」という）のコンピテンシーに則り、「測定評価（スポ

ーツ医・科学の知見）に基づいた救急対応・リコンディショニング・コンディショニング・安全管理とス

ポーツ外傷・障害の予防ができる」能力を評価する。 

 

2． 出題形式・出題内容 

（１）出題形式 

JSPO-ATのコンピテンシーに直結する専門科目の6項目を3カテゴリーに集約して、出題する。 

受験者は、それぞれの課題（問題文）に応じた実技及び指導をプレーヤー役に行い、検定員がその

実技内容及び指導内容を評価する。 

＊ テスト実施団体や会場・受験者数によっては、カテゴリーⅢに限り、同日に受験している他の

受験者をプレーヤー役として実施することが可能。 

（２）出題内容 

出題する 3 カテゴリーは、2022 年カリキュラムに対応したテキスト記載の外傷・障害及び競技種

目の組合せによって構成する。課題（問題文）には、競技種目、受傷部位、受傷場面（慢性疾患の場

合は現在の状況に至る背景）を含む。 

 

JSPO-ATのコンピテンシーに直結する専門科目 実技確認テストで出題するカテゴリー 

‧ JSPO-ATの役割 

‧ 安全・健康管理とスポーツ外傷・障害の予防 

‧ コンディショニング 

‧ リコンディショニング 

‧ 救急対応 

‧ 検査・測定と評価 

カテゴリーⅠ：救急対応 

カテゴリーⅡ：コンディショニング 

リコンディショニング 

カテゴリーⅢ：安全・健康管理と 

スポーツ外傷・障害の予防 

※ カテゴリーⅠ及びⅡについては、受験者 1 名ずつ実施することとし、カテゴリーⅢについては、受

験者同士をプレーヤー役とし、複数回に分けて一斉に実施する場合もある。 

 

3． 検定員・プレーヤー役 

（１）検定員 

JSPO-AT資格を取得してから 5年以上経過し、かつ資格が有効状態で JSPOが主催する実技

確認テスト検定員説明会を受講し、JSPOが認めた者。 

（2）プレーヤー役 

JSPO-AT資格を取得しており、かつ資格が有効状態で JSPOが認めた者。 

なお、プレーヤー役が初めてとなる場合（旧カリキュラムの実技検定試験における競技者モデルの

経験の有無は問わない）は、テスト実施までに JSPO が提供する動画等のコンテンツを視聴すること
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を定める。 

 

4． 評価方法・評価基準 

（１）評価方法 

受験者 1名に対して 2名の検定員が評価する。 

（２）評価基準 

検定員は、受験者が JSPO-ATとして備えるべき、現場実習経験を基盤にした安全で適切な実技

及び指導を行う技能を有しているかを各カテゴリーにおいて「可」または「不可」（「危険な実技・指導

が伴うため不可」を含む）として判定を行う。 

① 受験者が、プレーヤーとのコミュニケーションを図り、基本的実技及び指導について安全を十

分に確保出来ていると判断できる場合は「可」、できていなければ「不可」とする。なお、「不可」

の場合においてプレーヤーの安全が確保できない危険な実技・指導があると判断される場合

は、「危険な実技・指導が伴うため不可」として評価する。 

② カテゴリーごとに 2 名の検定員がともに「可」の場合、または 1 名が「可」、1 名が「不可」の場

合は、当該カテゴリーを合格とする。2 名の検定員がともに「不可」の場合や、1 名でも「危険

な実技・指導が伴うため不可」の場合は、当該カテゴリーを不合格とする。 

③ 3 つ全てのカテゴリーにおいて合格となった場合を合格者とする。不合格のカテゴリーがある

場合は当該カテゴリーのみを再テストの対象とする。 

④ 不合格となった受験者に対して、テスト当日に１度のみ「当日の再テスト」の機会を設けるが、

受験は任意とする。なお、「途中棄権」したカテゴリーや「危険な指導が伴うため不可」と評価さ

れたカテゴリーは、「当日の再テスト」の対象外とする。また、「当日の再テスト」でも不合格に

なった場合は別日に再受験する必要がある。 

⑤ 「当日の再テスト」の場合、カテゴリーごとに 2 名の検定員がともに「可」をつけた場合のみ合

格とする。 

 

5． 受験に際しての注意事項 

（1）持ち物 

‧ 以下の持ち込み可能物品を持ち込む際は、袋・ケース等に入れること。プレーヤー役の安全が確保

されない物品を持ち込んだ場合は受験不可とする。 

関節角度計、メジャー、テーピング用ハサミ・カッター、テーピング用踵置き 

‧ 持ち込み可能物品以外にも、腕時計*1（ウェアラブル端末*2 を含む）、ハンカチ、ポケットティッシュの

テスト会場への持ち込みは可とする。ただし、それらを実技・指導において使用することはできない。 

*1 時間は運営側の手元の時計で計るため、個人が持ち込む時計はあくまで目安となる。 

*2 ウェアラブル端末は、時計およびタイマー機能のみの使用に限定し通信機能はオフにするこ

と。 

（2）テスト全体 

‧ 問題に対して実技指導・説明ができない場合は、その旨を検定員に告げることができる。その場合

は、当該カテゴリーは「途中棄権」として扱う。 

‧ プレーヤー役への指導・説明が概ね 3 分間（カテゴリーⅢのみ 2 分間）無い場合は、検定員から確
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認する場合があり、当該カテゴリーの検定がその場で終了となる場合がある。 

‧ 指定部位の左右間違いは「不可」の判定となる。ただし、左右間違いに自身で気付いて修正した場

合や、カテゴリーⅢでのテーピングする部位の左右間違いについて、プレーヤー役から指摘されて

修正した場合はマイナス評価にはならない。 

‧ 受験者がプレーヤー役となる際、テーピングする部位の左右間違いに限って指摘することが可能。

テーピングの巻き始めや方向の左右間違いの指摘は不可とする。 

 

6． 再テスト 

再テスト（「当日の再テスト」を除く）は、受講有効期間内（アスレティックトレーナー免除適応コース

の場合は在籍中）に限り何度でも受験することができる。 

なお、受験の機会ごとに所定の申込手続きを経る必要があります。 
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【テスト会場に予め用意するもの】 

  準備物品 数量 備考 

1 トレーナーベッド 1  

2 バンテージ大・小 各 1  

3 ストレッチマット 2  

4 ステップ台 2  

5 鉄アレイ（2㌔） 2  

6 テニスラケット 1  

7 ソフトシーネ（ジェンテックスプリント） 2 SSサイズ・Mサイズ各 1 

8 ボール各種(ﾊﾞﾚｰ,ｻｯｶｰ,ﾊﾞｽｹ,ﾗｸﾞﾋﾞｰ,硬式ﾃﾆｽ） 各 1  

9 コンタクトバッグ 1  

10 関節角度計 1 持ち込み可 

11 メジャー 1 持ち込み可 

12 テーピング用ハサミ・カッター 各 1 

持ち込み可 

＊プレーヤー役の安全が確保できない先

の尖ったハサミやカッターは使用不可 

13 氷嚢 1  

14 ビニール袋 1  

15 三角巾 2  

16 タオル 1  

17 氷入りクーラーBOX 1 ダミー氷 

18 ミニハードル 3  

19 ラダー 1  

20 バランスディスク 2  

21 セラバンド（黒、緑、赤、黄） 各 1  

22 マーカー 10  

23 メディシンボール（1㌔） 1  

24 バランスボール（75cm） 1  

25 毛布 1  

26 テーピング用テープ一式（＊）   

27 うちわ 1  

28 スポーツドリンク（500ｍｌ） 1  

29 テーピング用踵置き 1 持ち込み可 

別紙１ 



 

5 

＊テーピング用テープ一覧 

 
テープの種類 

数 

量 

使用テープ（ニチバン社製） 

1 非伸縮テープ 

幅 25mm 

1 バトルウィン TMテーピングテープ C タイプ（非伸縮） 

品番：CH25、C25F、C25F2 

2 非伸縮テープ 

幅 38mm 

1 バトルウィン TMテーピングテープ C タイプ（非伸縮） 

品番：C38、C38F、C38F2 

3 伸縮性粘着テープ 

ソフトタイプ（ハンディカットタイプ） 

幅 50mmまたは 51mm 

2 バトルウィンTMテーピングテープELタイプ（伸縮・手

切れ） 

品番：EL50、EL50F 

4 伸縮テープ 

幅 50mmまたは 51mm 

2 バトルウィン TMテーピングテープ Eタイプ（伸縮） 

品番：E50、E50F 

5 伸縮テープ 

幅 75mmまたは 76mm 

2 バトルウィン TMテーピングテープ Eタイプ（伸縮） 

品番：E75、E75F 

6 アンダーラップ 1 バトルウィン TMアンダーラップテープ U-タイプ（非粘

着） 

品番：U70、U70F 

 

注意事項 

‧ テスト会場に用意したテープ以外のテープの使用は不可とする。 

‧ 上記の全てのテープを使用するのではなく、適切に使い分けること。 

 


